

























































































































れを招くことになる。 （図 2、図 3 ） 製版が終了した版は、自
然光に十分当て版の表面を強化する。（本研究による試作で































乗せる。（図 l 1 ） 既に湿らせた紙を使用し、版と紙の大きさ
を描いた-Jiイドを用いて位置を決め、刷り紙の上に当て紙をし
てパレンで摺る。紙の乾燥による絵柄のズレを防ぐため、摺り
図 l I 図 1 2


















図 1 5 図 16





























を作る。（図 1 9 ) （区I20) 
原稿が出来たら既に述べた方法で製版、刷りを行なう。
（図 2 1 ) （図 22 )













のコピーモードを、図 23 では写真モードに、図 24 では文字モ
ードにしてコピーしている。 このコピーモードの切り替えによる



























図 27 、 図 28、図 29 、 図 30 で示したものは、 OHP シート
原稿と刷り上がったものの部分拡大で、ある。 原稿の状態、が、
図 27 のようなものは再現できるが、図 29 のようなものはそのト
ーンの再現が難しい。それぞれの刷り上がりの細部（図 29 ・
図 30 ） を見ていくと確認できるが、微妙なグレーのトーンの再
現に問題があるのがわかる。
図29 原画原稿































図32 原画原稿 図33 刷り上がり











































成する｜努のコピーモードにあると考えている。 図 36 と図 37 は、
製図用のサンド、マットに様々な描画材で、描画したものを、 OHP














































































京都精華大学紀要第 32 号、 34 ページに 、 太陽光による露
光方法が記載されてし、る。
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